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[bookmark: _Hlk175644474][bookmark: _Hlk209698122]ズーム Lトゥエルブネクスト
各部の説明（音声読み上げ用）
本体を、キーや端子、ノブが沢山ある面を上に向け、上下にスライドする長方形のフェーダーが横一列に並んでいる方を手前にして置いてください。
[bookmark: _Hlk169542960]次の順番でLトゥエルブネクストの各部を説明します。本体正面、本体の奥、本体底面の順番です。なお、本体の手前と左と右の側面には何もありません。
本体正面
左から順に説明します。
一番左上にはマイク/ライン入力端子が横に8つ並んでいます。左からチャンネル1から8の入力です。それぞれの入力端子の左上、右下にある突起はねじです。
チャンネル2とチャンネル3の間、チャンネル6とチャンネル7の間の下には赤いスイッチがあります。48ボルトファンタム電源のスイッチです。チャンネル1から4まで、チャンネル5から8までのファンタム電源をそれぞれON/OFFします。スイッチの下には赤い突起がありファンタム電源がONの時に点灯します。
チャンネル1と2のマイク/ライン入力端子の下にはそれぞれ黒い四角形のスイッチがあります。チャンネル1とチャンネル2のハイインピーダンススイッチです。スイッチが押されているときにハイインピーダンスが有効になります。チャンネル3からチャンネル8のマイク/ライン入力端子の下には黒い四角形のPADスイッチがあります。スイッチが押されているときに入力信号を26ｄB減衰させます。チャンネル8のマイク/ライン入力端子の右隣にはLINE入力端子（TSプラグに対応）が上下にニ列配置されています。左上がチャンネル9で、L（MONO）入力、左下のチャンネル10がR入力になります。右上がチャンネル11で、L（MONO）入力、右下のチャンネル12がR入力になります。チャンネル10のジャックの下にはUSB-オーディオリターン、USB-イチ-ニ、キーが、チャンネル12のジャックのシタにはUSB-サン-ヨン、キーが配置されています。オーディオインターフェースとして使用しているとき（パソコンまたはスマートフォンのチャンネル1と2、3と4の音声を入力しているとき）赤く点灯します。消灯時はライン入力端子の音声を入力します。
 
ハイインピーダンススイッチとPADスイッチそれぞれの左下にある突起（10個）は各チャンネルの入力レベルを監視するシグナルインジケーターです。赤く点灯（クリップ）しないようにゲインを調節してください。
チャンネル11とチャンネル12の右隣にはマスターアウトセクションがあり、MASTER OUT L/R端子（XLRプラグに対応）が上下に2つ配置されています。ウエ側がLチャンネル、下側がRチャンネル用です。それぞれの端子の左上、右下にある突起はねじです。
マスターアウトセクションの右隣にはモニターアウトセクションがあります。一番ウエの列はMONITOR OUT端子（TRSプラグに対応）が横に5つ並んで配置されています。左からモニターアウトAからDの4つと、PHONES出力ジャックとなります。その下にはそれぞれノブがあり出力の音量を調節できます。最大と最小で回転が止まります。
モニターアウトAからDのノブの下には、黒い四角形のスイッチが横に4つ並んでいます。押し込んだ時にモニターアウトAからDはSEND-AからDの出力を、押していないときはマスターの出力をMONITOR OUT端子から出力します。更にその下に黒い四角形の4つのスイッチがあり、モニターアウト接続機器の指定をします。押し込んだ時にパワードモニターなどのライン機器、押していないときはヘッドフォンを接続します。
一番右のPHONES出力ジャック下にあるノブの下には黒い四角形のSELECTキーがあり、MONITOR OUT端子（PHONES）から出力される音声を選択します。押すたびに、MASTER、SEND AからE、SOLOに切り替わり、選択中の出力が点灯します。
次に、オーバーダブセクションの説明をします。中央から左側にかけて、横に10、縦に3つ、計30のノブが並んでいます。一番ウエのノブのさらに上に、四角いキーが横に10個並んでいます。さらにその右横に長方形のキーが4つあります。四角いキーは各チャンネルセレクトキーで、 オーバーダビングモードON時に、各チャンネルの再生／録音を切り替えます。各チャンネルにファイルを割り当てるときは、チャンネルを選択します。長方形の一番左のキーはFILE SELECTキーで、各チャンネルにファイルを割り当てるときにメニュー画面を開きます。その右隣の長方形のキーはMIX DOWNキーで最終的なステレオミックスをマスタートラックに録音します。その右隣のキーはAUTO PUNCH イン/アウトキーで、すでに録音されているトラックの一部のみを録音し直します。パンチインとは、トラックの状態を再生から録音へ切り替える操作です。パンチアウトとは、トラックの状態を録音から再生へと切り替える操作です。一番右のキーはOVERDUB MODEキーで、点灯ジにオーバーダビングモードをONにします。特定のチャンネルを録音中に、各チャンネルに録音したファイルを再生できます。録音すると現在のプロジェクトに上書きします。
消灯ジはオーバーダビングモードをOFFにします。録音を開始するたびに新しいプロジェクトを作成します。
次にその下の、横に10、縦に3つ、計30あるノブについて説明します。チャンネルノブといい、上チュウゲ（チャンネル1～8、9と10、11と12）のノブで各チャンネルのゲイン、音圧、ローカット、音質、左右の定位、エフェクトへの送り量、MONITOR OUT端子（SEND AからE）への送り量を調節します。調節する機能は、一番右上のノブの右隣にある、横に並んでいる四角い5つのチャンネルノブ選択キー（1〜5）で選択します。調節量はディスプレイやノブ周りのインジケーターで表示されます。
次に、横に10並んでいるノブのうち、一番下の各ノブの下にある、左右に２つ並んでいるミュートキー／ソロキーについて説明します。左側はミュートキーで、押して点灯させると押したチャンネルをミュートします。右側はソロキーで、押して点灯させるとチャンネルフェーダー通過前の信号をMONITOR OUT端子（PHONES）から聞くことができます。このとき、MONITOR OUT端子（PHONES）から出力される信号は自動的にSOLOが選択されます。
次に、各ミュート/ソロキーの下にあるフェーダーについて説明します。横並びに12のフェーダーがあります。フェーダーは、縦に細長い溝の上を上下にスライドします。左から10個までのフェーダーを、チャンネルフェーダーといい、各チャンネルの信号レベルをマイナス無限大から+10 dBの範囲で調節します。フェーダーの隣にある、縦に長いトツ部分はレベルメーターといい、各チャンネルフェーダー通過後の信号レベルを表示します。（表示範囲：-48 dBからゼロ dB）
右から2つ目のフェーダーは、エフェクトリターンフェーダーといいます。内蔵エフェクトからMASTERへのリターンレベルをマイナス無限大から+10 dBの範囲で調節します。エフェクトリターンフェーダーの上の左右に、四角い2つのキーがあります。左側がミュートキーで、押して点灯させると、ミュートします。右側がSOLOキーで、押して点灯させると、EFX RETURNフェーダー通過前の信号をMONITOR OUT端子（PHONES）から聞くことができます。
一番右のフェーダーは、マスターフェーダーといいます。MASTERに送る信号レベルをマイナス無限大から+10 dBの範囲で調節します。マスターフェーダーの上の左右に、四角い2つのキーがあります。左側がミュートキーで、押して点灯させると、マスターチャンネルをミュートします。右側がCOMPキーで、押して点灯させるとマスター出力に対してcompressorが有効になります。
次にエフェクトセクションの説明をします。マスターフェーダーの右隣にあり、ノブが縦に3つ並んでいるセクションです。一番うえのノブの上にある、つるっとした四角い部分はエフェクトタイプインジケーターで、選択中の内蔵エフェクトが点灯します。このパネル内にある四角いTAPキーは、ディレイタイムが設定できる内蔵エフェクトを選択すると、点灯／点滅します。TAPキーを押した間隔でディレイタイムを設定できます。設定したディレイタイムの間隔でTAPキーが点滅します。3つ並んでいるうち、1番うえのノブはエフェクトタイプセレクトノブで内蔵エフェクトを選択します。ノブを回してタイプを選択し、ノブを押して決定します。その下のノブはTONE/TIMEノブで選択中の内蔵エフェクトのパラメーターを調節します。調節量はノブ周りのインジケーターで表示されます。その下のノブは、DECAY/フィードバックノブで選択中の内蔵エフェクトのパラメーターを調節します。調節量はノブ周りのインジケーターで表示されます。そのシタにある長方形のFADER POSITIONキーについて説明します。押している間だけキーの左上のインジケーターが赤く点灯し、設定されているフェーダーの位置をレベルメーターに表示させます。
次にシーンセクションの説明をします。エフェクトセクションの右隣にあります。最上部にある横に2つ、縦に5つ、計10、並んでいるのはナンバーキー（1から10）で、本機のミキサーの設定を保存したり呼び出したりします。その下の左のキーはSAVEキーで、現在のLトゥエルブネクストの設定をシーンとして保存するときに使用します。その右のキーはRECALLキーで、ナンバーキー（1から10）に保存したシーンを読み出すときに使用します。その左下のRESETキーは工場出荷時のLトゥエルブネクストの設定が保存されています。キーを押してRESETに保存されているシーンを読み出すと、Lトゥエルブネクストの設定が工場出荷時の状態に戻ります。その右のキーはDELETEキーで、ナンバーキー（1から10）に保存したシーンを削除するときに使用します。そのシタにあるキーはTALKBACK MICキーで、その下に3つある縦長のスリットがマイクです。TALKBACK MICの音声は、キーを押している間だけLINE入力端子（11と12）の代わりに、チャンネル11と12に入力されます。キーの左上にある突起はインジケーターです。
次にレコーダーセクションを説明します。シーンセクションの右隣にあります。最上部のつるっとした部分はディスプレイです。そのシタのノブはセレクトノブです。メニュー画面表示中、回して項目を選択、押すと選択した項目を決定します。録音／再生中に押すと、マークを付加できます。その下にある各キーの説明をします。左側の長方形のキーがSTOPキーで録音／再生を停止します。その右側の長方形のキーがPLAY/PAUSEキーで、ファイルの再生または一時停止を行います。ファイル録音時／再生時にインジケーター（キーの左上の突起）が緑色に点灯します。そのシタ中央に一つあるキーがRECキーで、周囲が枠で囲まれています。押すと録音を開始します。録音中はインジケーター（キーの左上の突起）が赤色に点灯します。そのシタの左側のキーがREW（早戻し）キーで、再生／一時停止中に、前のプロジェクトに移動します。長押しすると、早戻しします。マークがある場合は、前のマークに移動します。その右側のキーはFF（早送り）キーで、再生／一時停止中に、次のプロジェクトに移動します。長押しすると、早送りします。マークがある場合は、次のマークに移動します。そのシタ中央に一つあるキーがMENUキーで、押すとディスプレイに表示される画面がホーム画面やメニュー画面などに切り替わります。その下部にあるキーがメトロノームキーです。メトロノーム画面を表示し、テンポ、クリックなどを設定します。メトロノームが有効なとき、インジケーター（キーの左上）が点灯します。
本体上部
本体の上部が手前になるように置きなおしてください。下側が二段凹んでいます。その凹みの中を左側から説明します。電源スイッチがあります。押して電源をON/OFFします。その右隣に、丸いくぼみがあります。ACアダプター端子です。DC 12Volt出力の専用ACアダプター（ZOOM AD-19）を接続します。その右隣にはUSB Type-Cの端子があります。スマートフォン/タブレットやパソコンと接続し、Lトゥエルブネクストとファイルのやり取りをしたり、オーディオインターフェースとして使ったりできます。端子の左側と右側の小さな丸は、ねじです。その右隣にはmicroエスディーカードスロットの蓋があります。上部に爪をかける切り欠きがあり、手前に開きます。microエスディーカードを入れるときは、端子面を下面にして、カチッというまで押し込んでください。取り出す時はもう一度押し込んでください。その右隣にはゴム製の蓋が取り付けられている四角い穴があります。REMOTEタンシです。ゴムの蓋を外して専ヨウ無線アダプター（ZOOM BTA-ワン など）を接続します。専ヨウアプリケーションを使って、iPadからワイヤレスで直接本体をリモート操作できます。ゴムの蓋は完全に外すことができるので紛失しないようにご注意ください。その右隣にCONTROL IN端子（TSプラグに対応）があります。フットスイッチ（ZOOM FSゼロワン）を接続します。その右隣には長方形の穴があります。盗難防止用にチェーンやワイヤーをつなぐために使用します。

本体底面
本体を裏返してください。本体底面について、奥側から説明します。
一番奥の左端、右端に１つずつ楕円形のゴム足があります。奥の左端ゴム足のやや右上、右端ゴム足のやや左上にある丸い穴はねじ穴です。左端ゴム足と右端ゴム足の間に4つある穴はねじ穴です。そのシタ中央にある長方形のシートは銘版ラベルです。その真下には楕円形のゴム足があります。背面の中央部左にある四角い凹み、中央にある丸い楕円の凹み、中央部ミギにある四角い凹みはZOOM　ラックマウントアダプターRKL-トゥエルブ用の取り付け穴です。底面中央部左右ハジにある丸穴と中央部に2つある丸穴はねじ穴です。その下の中央部から少し左右にある丸穴はRKL-トゥエルブの取り付け用ねじ穴です。本体底面の最下部左ハジと中央部と右ハジには楕円形のゴム足があります。本体底面の一番手前に横5つ並んでいる丸穴はねじ穴です。

以上でLトゥエルブnextの各部の説明は終了です。
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